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過去10年間に教室で胃癌肝転移例の頻度は980例中96例 (9.8%)で あった。癌腫の主要占居部位と

H因 子との関連についてみると,肝 片葉への転移のかたよりがみられ, ことにA領 域癌のHl症例で

は, 8例 中 7例が肝右葉に転移しており,門 脈血流のstream line theoryを示唆するものであった。

術後遠隔成績をH因 子を除外したPns‐因子のみでみた場合,Pns‐stage IIIでは,H3症 例でも,300日

以上の平均生存日数が得られた。一方,Pns,stage IV症例の予後はHl症例でも,平 均生存日数が187

日と極めて短くなっており,肝 転移allの術後平均生存日数にはH因 子以外のほか因子が大きく関与し

ていることが推考された。

索引用語 :胃癌,胃 痛血行性肝転移,stream line theory

はじ8うに

近年,胃 癌における手術成績はかなり向上してきた

といわれているが,こ れは早期癌,pm癌 などの,比較

的早期での手術症例が増加してきたことによるところ

が大きく,進 行胃癌の成績は必ずしも満足しうるもの

ではない.と りわけ,肝 転移例においては外科的にも

姑息手術に終わることが多 く,原 発巣の切除, リンパ

節の郭清度,肝 病巣の切除など数多 くの問題を残 して

いる。しかし,今 日では診断技術の進歩にともない,

術前に肝転移が診断される症例 も多 くなってきてお

り,よ り学問的な見地から術前に術式の選択を行 うこ

とが要求されるようになってきた。かかる観点から,

われわれは教室で過去10年間に経験 した肝転移症例を

対象に臨床病理学的所見および予後の面から若子の検
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討を加え報告する。

検索対象

昭和47年から昭和56年までの10年間に教室に入院し

た胃癌息者総数は1,046例であ り,そ の うち手術例は

980例であった。また開腹時肉眼的直接浸潤を除 く,血

行性肝転移を認めたものは96例 (9.8%)で あった。

以上の肝転移症例に対し,胃癌取 り扱い規約に従い,

Hl,H2,H3の 3群 に分け比較検討した。

成  績

1)肝 転移例の手術術式

96症例の手術術式をみると,原 発巣切除群は28例

(29%)に なされ,そ の内訳は幽門側切除22例,噴 問側

切除 2例 ,胃 全描 4例 であった。この28例の うち肝合

併切除は幽門側切除群の 6例 ,及 び胃全摘群の 1例 に

行われた。一方,原 発巣非切除群は68例で単開腹35例,

胃腸吻合19例,腸 渡造設および食道内挿管法が14例で

あった(表 1)。そこで,原 発巣切除群のH因 子を分析
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表 1 胃 痛肝転移例の手術術式

原発巣切除群

幽門例切除

噴門側切除

全摘

原発巣非切除群

単開腹

目腸吻合

その他

造嬢 ,ブ 臼テーゼ

表2 H因 子別にみた原発巣切除群

S47～ S58.久 大一外科

切聞
晋 井

切
岳ざ 計

Hi一-16(48.5)  18(515)

H 2 ~ ~  7 ( 3 2 )  1 9 ( 6 8 . 3 )
H3~~ 5(143) 31(75.7)
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図 l PTP像 であるが,上腸間膜静脈へ注入した造影

剤は選択的に肝右葉に注がれている。

図 2 原 発胃癌の肉眼型と肝転移率

各肉眼型別肝転移頻度  肝 転移全症例に対する頻度

果であった (図1).

3)原 発巣の肉眼型,組織型分類と肝転移率肉眼型分

類と肝転移との関係をみると,全 胃癌の中で最も多

かったB o r r m a n n  3 型に全肝 転移例9 5 例中6 0 例

(63%)と高率に認められた。各肉眼型別にみた頻度で

はBormann l型 に最も多く17例中4例 (24%)に 認

められた (図2).

次に病理組織像が確認しえた肝転移胃癌69例を対象

に組織型別にみると分化型腺癌に多く,特 に乳頭状腺

痛では,切 除胃癌例の30.2%に肝転移を認めた.し か

し,今 回一般にはその頻度は低いといわれている低分

化型腺癌の肝転移例も10例に認められたために組織構

成を再検討した結果,そ のほとんどは高分化型腺癌の

混在型であった (図3).

4)手 術成績

胃癌肝転移症例の術後遠隔成績についてH因 子別に

みると,6カ 月後の生存率はHl症例の55%,H2症 例の

41.2%に比べH3症例では12.5%と明らかにその予後

は不良であった。また,2年 後生存率についてみると,

西+   28

してみると,Hl症 例16例(47%),H2症 例 7例 (27%),

H3症例 5例 (14%)で あった (表2).

2)胃 癌原発部位と肝転移

癌腫の主要占居部位とH因 子との関連について検討

を加えてみた。

Hl症例の肝転移状況をみると,A領 域癌では8例中

7例が肝右葉へ転移しており,肝 左葉へは1例のみで

あった。一方,C領 域癌では肝右葉へ7例,左 葉へ8

例とその頻度に差はみられなかった (表3).

写真ヤまPTP (Percutaneous transhepatic porto‐

graphy)像である。上腸間膜静脈内へ注入された造影

剤は選択的に肝右葉にとがれており,ま た牌静脈内に

注入された造影剤は左右両葉に均等に分布されている

ことから,臨 床例における肝転移様相を裏付けする結

(n=95)

中 ∽

表3 主 要占居部位とH因 子との関連
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図5 H因 子を除外した他因子によるstage(Pns‐

stage)'u平均日数

n=87
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図6 手 術術式別にみた遠隔成績

次に手術術式Pllにみた術後遠隔成績をみると,術 後

6カ月間までは,原 発巣切除十肝合併切除群が原発巣

切除群および非切除群に比べて,や や良好な結果を得

ているものの, 1年後には肝合併切除群と原発巣のみ

切除群の間に,そ の差はほとんどみられなかった (図

6 ) 。

考  察

肝転移を伴う胃癌の外科的治療としては原発巣と肝

転移巣を完全に切除することが理想的であることはい

うまでもないが,このような根治手術を行うためには,

原発巣に対して, リンパ節郭清を含めて充分な切除が

可能であることのほかに,肝 転移巣に対しても外科的

処理が可能であるという条件が必要となってくる.し

たがって根治的肝合併切除の適応となる症例はきわめ

て少ないといえる。しかしながら,癌 の治療上最も重

要である延命効果という面から考えた場合,化 学 ・免

疫療法の進歩してきた今日,あ る種の外科的治療上の
“
めやす

"が
必要であろうと思われる。

胃癌における血行性肝転移の頻度は,諸 家ll~Dの報

図3 肝 転移胃癌症例の組織学的分類

各組織型別肝転移頻度

(め 50403020 10

肝転移全症例に対する頻度

(n=89)

10 20304050(埼

図4 H因 子別による遠隔成績

Hl症例の10.5%に 対して,H2お よびH3の症例ではと

もに5%以 下であった (図4).

そこで,わ れわれは胃癌患者の予後にH因 子がいか

に関与しているかを追求する目的で,H因 子を除外し

たかたちで,Pns因 子によるstageを設定 し (以下

Pns‐stageとする),術 後遠隔成績を調べてみた。

それによると,Pns‐stage IおよびII症例のような

比較的早期の状態では肝転移例は1例 も認められず,

今回検討したすべての症例はPns―stage IIIないしは

IVで あり,何らかのほかの因子が平行し進行している

ことがわかった。

そこで,Pns‐stage III症例の予後をH因 子別にみる

と,Hl症 例で平均生存日数は411日,H2症 例では374

日,H9症 例では302日となり,H3症 例においても300日

以上の平均生存日数が得られた。一方,Pns‐stage IV

症例の予後をみると,Hl症 例でも平均生存日数は187

日と,Pns‐stage III群のH3症例よりも予後不良であ

り,H2症 例では139日,H3症 例では107日とその平均生

存日数はきわめて短かった (図5).

H  H r  n = 3 1
----- Hz n=22
F - <  H 3  n = 3 4
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告によると,開 腹時すでに5～ 15%に みられるとされ

ており, 自験例でも開腹例980例のうち96例 (9.8%)

と諸家の報告とほぼ一致する結果であった。

胃癌病理解剖所見からみた肝転移率は30～60%と 高

率に認められておりめ,所 謂,潜 在性の肝転移が,か な

りの頻度で存在することが考えられる。

肉眼型,組 織型,お よび占居部位と肝転移との関係

は梶谷め,西 らゆによると,臨 床例の肝転移は限局型の

Bormlam l,2型 に多く,浸 潤型には少ないと報告し

ている。

自験例の全症例からみた頻度ではBormam 3型

が多かったが,肉眼型別の頻度をみると,Borrmann l

型に,最 も高頻度にみられた。

陣内らりの剖検例による検討では,胃 癌の進展に

伴って肝転移が多くなるのは当然であって,剖 検例で

は臨床例の末期像を示すためかBormann 3型 に多

いことが報告されている。

組織学的には乳頭状腺癌に多いことは諸家lン)91319

の報告に一致するところであり, 自験例でも同様の結

果であった。

さて,次 に占居部位別にみた肝転移状況について,

前述のごとくSeregeらめの提唱するstream line the‐

oryが 胃癌の肝転移においても影響してくるとした

ら,す なわち,胃 上部の癌は左胃静脈の門脈または牌

静脈への流入部が左側に偏しており,主 として門脈左

校を通って左葉に,反 面胃下部の癌は右葉に転移しや

すいという傾向が確認されるとするならば肝転移早期

の癌において,す なわち転移巣が一案に限局している

場合,肝 葉切除によって潜在的肝転移巣を除去しうる

有益な手術となることが十分に考えられた。

中田ら1のは,胃 癌原発巣の発生部位によって肝転移

の好発する肝区域部位は異なり,strealn line theory

が存在することを報告している。自験例のHl症例に

ついてみると,A領 域癌では肝右葉への転移分布に偏

りがみられ,反 面C領 域癌では左右両葵にほぼ均等に

転移分布がみられたことから,下 部胃癌においてのみ

門脈血流におけるstream line theoryを支持する結果

であった。

Fisherら1りは,手 術操作により腫瘍局所静脈に癌細

胞が撤布されることを重視しており,また,間島ら1りは

手術操作前後における腫瘍局所静脈血および,門 脈血

中の癌細胞の検索を行い,手 術後にこれら血中癌細胞

の陽性率が増加することを報告している。

したがって,流 血中に撒布された細胞が,す べて術

27(755)

後の肝転移ないしは再発の原因となるとは限らない

が, このような血行性撤布が予後とある程度関連して

くることは否定できず,可 及的な支配静脈の結繁が重

要となってくる。

さて,肝 転移例に対する予後について検討を加える

時,化 学療法の影響をまったく無視して考えることは

できず,今 回われわれは待J癌剤の全身ないしは局所療

法した症例に限定して,主 として外科治療の面から検

討を加えた。

まず,癌 細胞自体の減量効果について,小 林ら1りは

240例の血行性肝転移例を対象として検討し,その50%

生存率は原発巣切除群でおのおのH17カ 月,H27カ

月,H34カ 月であり,非 切除群では,H13.5ヵ 月,

H23カ 月,H33カ 月とHの 大小にかかわらず切除群

の方が良いことを報告している.

自験例の肝侵襲度に応じた50%生 存率はおのおの,

Hlで 6カ 月,H2で 5カ 月,H3で 3カ 月であった。

また,手 術術式別にみた術後50%生 存率は原発巣切

除十肝合併切除群では9カ 月,原 発巣切除群では8カ

月,ま た非切除群では4カ 月であった。以上のように

数値の面では,原 発巣切除群は非切除群と比較して延

命効果の面である程度良好な結果を得ている。しかし

ながら,非 切除群とはすなわち,肝 転移のみならず,

ほかの進行した因子が関与した切除不能群という場合

が多く,厳 密な意味での対照群との比較は出来ないこ

とも考慮しておくべきであろう。
一方,肝 合併切除に対する有効性について検討を加

えてみると,そ の予後は悲観的で, 自験例の50%生 存

率は約 9カ 月であった。

文献上にみられる肝合併切除の報告では,時 折長期

生存例も散見されるが,い ずれもHl症例であり他因

子の進行程度が比較的早期のものに限定されていた。

今回,わ れわれの対象症例には含まなかったが, 自験

例でも過去に術後10年の生存を得た症例が 1例 あ

り19, これもhl,nl,sO,pOとH因 子を除けば癌の進行

度としては比較的早期のものであった。すなわち,胃

癌の肝転移例に対する予後を考えた場合,転 移例では

他因子が進行して併存する場合も多く,そ れらが予後

を左右する重要な因子であることが伺われた。

自験例でも前述のごとく,H3症 711でも他因子が

Pns‐stage IIIにとどまっていた場合は300日以上の生

存を得ており,反 面 Pns‐stage IV群ではHl症例でも

187日と極端に短くなっている。

野木1め
,小林ら1めによると,原発巣を切除して,癌細
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胞の減昌効果を得るのはPoH1 2,あるいはP12 Hlに

限定されることを報告している。以上の結果より,わ

れわれは胃癌肝転移例の治療方針について次のように

まとめてみた。すなわち肝転移例といえども他因子が

Pns‐stage IIIにとどまる場合は,で きるだけ根治性を

もとめた積極的な手術が有意義であろう。一方,Pns_

stage IV症例であってもH2症例までは癌細胞の減量

効果を得る意味でも可能な限り胃切除を行い,同 時に

思いきった化学療法を併用することが,現 時点で患者

の生命を延長しうる唯一の方法ではないかと考えられ

た。

結  論

過去10年間に経験した胃癌肝転移例について臨床病

理学的所見および遠隔成績について検討し,次 の結果

を得た。

1)胃 癌手術例980例のうち血行性肝転移例は96例

(9.8%)で あった。肉眼型では比較的限局した型に多

く,組 織型では分化型腺癌,特 に乳頭状腺癌に高頻度

にみられた。

2)癌 腫の主要占居部位とH因 子との関連では,主要

占居部位によって肝の左右両葉への転移の偏 りがみら

れ,stream line現象を支持する結果を得た。

3)H因 子を除外したPnsに よるstageを設定し術

後成績を調べてみると,Pns,stage IIIにとどまる症例

では肝侵襲度が H3であつても,300日 以上の平均生存

を得ており,反面 Pns_stage IV群ではHI症例でも187

日と極端に短くなっていることから,術 後遠隔成績に

はH因 子以外の他因子が大きく関与していることが推

考された.
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